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始
動
し
ま
し
た
　
全
宗
協
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部

創
立
総
会
に
は
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ

ー
部
に
加
入
し
た
47
人
の
う
ち
28

人
が
出
席
し
た
。
こ
の
28
人
と
全

国
研
修
会
に
参
加
し
た
人
た
ち
を

合
わ
せ
た
１
０
２
人
が
総
会
を
見

守
っ
た
。

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
設
立
は
全

宗
協
の
中
で
長
く
構
想
さ
れ
て
き

た
が
、
平
成
17
年
４
月
に
政
策
提

言
委
員
が
答
申
し
た
こ
と
で
大
き

く
踏
み
出
し
た
。
組
合
内
に
設
立

準
備
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
入
会

で
き
る
年
齢
な
ど
を
定
め
た
規
約

の
煮
詰
め
作
業
を
行
い
、
規
約
の

素
案
は
６
月
22
日
に
京
都
で
開
か

れ
た
親
会
（
全
宗
協
）
の
役
員
会
で

了
承
さ
れ
た
。
こ
れ
と
併
せ
、
入

会
者
に
よ
る
高
野
山
で
の
合
宿
研

修
を
８
月
28
日
と
29
日
に
行
い
、

い
よ
い
よ
始
動
！
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
―
―
全
宗
協
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
の
創
立
総
会
が
10
月
18
日
、

奈
良
市
の
「
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
」
で
秋
の
全
国
研
修
会
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
、
若
い
人
た
ち
の
力
を
結

集
し
た
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

創
立
総
会
時
点
ま
で
に
同
部
に
加
入
し
た
人
た
ち
は
47
人
。
初
代
部
長
に
は
吉
田
光
宏
氏
（
京
都
市
の

（
株
）
吉
田
治
市
商
店
代
表
取
締
役
社
長
）
が
選
出
さ
れ
た
。
副
部
長
、
幹
事
、
監
事
も
決
ま
っ
た
。

低
迷
気
味
の
業
界
に
ど
の
よ
う
な
「
新
風
」
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
期
待
は
大
き
い
。

2面 ニューリーダー部

3面 秋の全国研修会

4面 「こんな仏壇あったらいいな」
コンテスト2008と全国研修会

5面 NL交差点
全国おぶつだん俳句コンテスト

6面 第4回仏事コーディネーター試験

7面 そよ風

8面 事務局からのお知らせ

紙面から

何
を
部
の
事
業
の
核
に
す
る
か
グ

ル
ー
プ
討
議
し
た
。

部
の
事
業
に
つ
い
て
、
規
約
は

次
の
５
つ
を
あ
げ
て
い
る
。

①
組
合
（
親
会
）
の
事
業
に
対
す
る

協
力
及
び
意
見
具
申

②
業
界
の
向
上
、
及
び
そ
れ
を
通

じ
て
国
家
の
向
上
に
寄
与
す
る

事
業

③
経
営
・
技
術
等
の
向
上
を
図
る

た
め
の
各
種
講
習
会
・
研
修
会

の
開
催

④
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め

の
会
合
の
開
催

⑤
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
業

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
が
何
を
事

業
の
柱
と
す
る
か
は
、
創
立
総
会

ま
で
の
話
し
合
い
で
最
も
論
議
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
、「
部
の
存
在
を

ニューリーダー部の創立総会

初代部長に選出された
吉田光宏氏

創
立
総
会
を
見
守
る
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
に
加
入

し
た
人
た
ち

10
月
18
日
、
奈
良
市
で
創
立
総
会
を
開
催

「
新
風
」
に
期
待
。
初
代
部
長
に
吉
田
光
宏
氏
を
選
出

！！

示
す
た
め
に
は
、
親
会
へ
の
意
見

具
申
と
い
っ
た
も
の
を
ト
ッ
プ
に

位
置
づ
け
る
べ
き
だ
」
と
い
う
考

え
が
大
勢
を
占
め
、
前
記
の
よ
う

な
事
業
の
順
番
と
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
の
構
成
は
、

「
正
部
員
」
と
「
協
力
部
員
」
の
２

つ
か
ら
成
っ
て
い
る
。「
正
部
員
」
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ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
の
初
代
部

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
吉
田
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今

日
こ
う
し
て
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部

が
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
の
も
、

皆
様
の
お
陰
と
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
先
程
部
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。
浅
学
非
才
の

身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ニ
ュ
ー
リ

ー
ダ
ー
部
が
設
立
さ
れ
た
意
義
と

い
う
も
の
を
今
一
度
よ
く
考
え
、

そ
し
て
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
が
果

た
す
べ
き
役
割
を
し
っ
か
り
と
果

た
し
て
い
く
こ
と
に
奮
闘
努
力
す

る
所
存
で
す
。

で
は
、
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
の

果
た
す
べ
き
役
割
と
は
何
か
。
私

な
り
に
考
え
て
み
ま
し
た
。

あ
る
哲
学
者
の
言
葉
に
、
次
の

よ
う
な
節
が
あ
り
ま
す
。

「
人
間
の
未
来
に
と
っ
て
最
も
重

要
な
こ
と
は
、
10
年
先
は
こ
う
成

る
、
と
い
う
人
類
の
意
思
と
は
無

関
係
な
科
学
的
未
来
予
測
で
は
な

く
、
10
年
先
は
こ
う
在
ら
ね
ば
な

ら
な
い
、
と
人
間
の
主
体
的
な
意

志
に
よ
っ
て
決
断
さ
れ
た
哲
学
的

理
念
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
人
間

は
、
科
学
的
未
来
予
測
に
身
を
ま

か
せ
、
そ
れ
に
従
っ
て
生
き
る
の

で
は
な
く
、
常
に
、
本
当
は
ど
う

在
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
と
思
索

し
な
が
ら
、
哲
学
的
理
念
に
向
か

っ
て
生
き
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」

こ
の
「
人
間
の
未
来
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
こ
と
は
」
と
い
う
部

分
は
、「
私
た
ち
の
業
界
に
と
っ
て

最
も
重
要
な
こ
と
は
」
と
い
う
言

葉
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
日
発
足
し
た
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ

ー
部
は
、
10
年
先
、
あ
る
い
は
20

年
先
の
未
来
を
考
え
、
真
剣
に
思

索
し
、
そ
し
て
行
動
し
、
業
界
の

未
来
を
よ
り
明
る
い
も
の
に
し
て

い
く
。
そ
の
よ
う
な
役
割
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
そ
の
役
割
に
向
か
っ

て
一
所
懸
命
に
努
力
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
親

会
（
全
宗
協
）
を
は
じ
め
皆
様
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

業
界
の
よ
り
明
る
い
未
来
を
目
指
し
て

吉
田
光
宏
氏
の
挨
拶

部長就任にあたって
挨拶する吉田光宏氏

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部

部
　
長

８
月
28
・
29
日
の
高
野
山
で
の
合
宿
研
修
会
で

は
グ
ル
ー
プ
討
議
も
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
た

っ
た
吉
田
光
宏
氏
は
、「
10
年
先
は

こ
う
で
あ
る
と
い
う
科
学
的
予
測

だ
け
に
身
を
ま
か
せ
ず
、
常
に
ど

う
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
を
思
索

し
な
が
ら
、
業
界
の
未
来
を
明
る

い
も
の
に
し
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
た
。
ま
た
安
田
理
事
長
は
挨
拶

で
、「
全
宗
協
が
創
立
さ
れ
て
20
周

年
と
い
う
節
目
の
今
年
、
こ
う
し

た
新
し
い
部
が
活
動
を
始
め
る
こ

と
に
な
っ
た
の
は
誠
に
喜
ば
し
い

限
り
だ
。
今
、
業
界
に
は
問
題
が

山
積
し
て
い
る
。
こ
れ
に
光
を
当

て
て
い
く
の
は
若
い
人
た
ち
の
力

○部長＝吉田光宏〔㈱）吉田治

市商店〕○副部長＝川本恭央

〔㈲川本商店〕・浅野秀浩〔㈱

お仏壇のやまき〕○幹事＝小森

隆司〔㈱こもりコーポレーショ

ン〕・廣川俊輔〔㈲廣川仏壇

店〕・宮川知子〔㈱永樂屋〕・

中田宗克〔㈱梅栄堂〕○監事＝

前田英児〔㈱日本堂佛具店〕・

山本浩章〔㈱ひょうま〕

は
、
全
宗
協
組
合
員
、
又
は
組
合

員
事
業
所
の
後
継
者
で
、
加
入
で

き
る
年
齢
は
満
45
歳
未
満
。「
協
力

部
員
」
は
、
全
宗
協
組
合
員
、
又

は
組
合
員
の
従
事
す
る
事
業
所
に

勤
務
す
る
者
で
、
加
入
で
き
る
年

齢
は
満
60
歳
未
満
。
年
会
費
は
部

員
が
１
万
円
、
協
力
部
員
は
５
０

０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

全
国
研
修
会
に
先
立
っ
て
開
か

れ
た
こ
の
日
の
創
立
総
会
に
は
、

入
会
し
た
47
人
（
う
ち
協
力
部
員
２

人
）
の
う
ち
28
人
が
参
加
し
た
。
部

長
に
選
任
さ
れ
挨
拶
（
別
掲
）
に
立

創立総会で選出された役員

選出された役員が壇上に並んで挨拶

だ
」
と
強
い
期
待
を
寄
せ
た
。

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
で
は
12
月

４
日
に
役
員
会
を
開
き
、
来
年
か

ら
実
施
に
移
す
具
体
的
な
事
業
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

な
お
、
部
員
は
、
創
立
総
会
後

に
２
人
が
入
会
し
、
11
月
末
現
在

49
人
と
な
っ
て
い
る
。

安
田
理
事
長
は
挨
拶
で
、
ニ
ュ
ー
リ
ー

ダ
ー
部
の
活
動
に
強
い
期
待
を
寄
せ
た



大
東
氏
は
、
伝
統
的
な
手
法
で

は
伝
統
産
業
の
将
来
は
な
い
と
し

て
、
不
断
の
革
新
努
力
を
訴
え
た
。

そ
の
上
で
、
自
店
の
強
み
と
弱
み

を
認
識
し
、
店
内
情
報
の
共
有
化

や
市
場
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進

め
、
営
業
面
で
は
質
重
視
の
販
売

戦
略
を
た
て
、
ま
た
、
高
齢
者
支

援
活
動
な
ど
地
域
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
す
べ
き
だ
と
話
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

鳥
居
邦
夫
（
全
日
本
ロ
ー
ソ
ク
工
業

会
会
長
）、
小
仲
正
克
（
（
株
）
日
本
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
法
隆
寺
見
学

「質疑応答の時間が30分はほしい」

事務局では今回の全国研修会でアンケート調査を実施

し、組合員の意向を探った。

大東氏の講演は、「期待通りであった」が11人、「期待

はずれだった」が16人だった。パネルディスカッション

については、「参考になった」23人、「参考にならなかっ

た」5人、法隆寺見学は「有意義であった」18人、「あま

りよくなかった」1人。

講演については、「当たり障りのない一般論。具体的事

例がほしかった」という意見もあった。パネルディスカッ

ションについては、「ローソク、線香だけでは全員が乗れ

なかった。仏壇仏事もほしかった」という意見や、「質疑

応答の時間が30分はほしい」といった意見もあった。

今後取り上げてほしいテーマとしては、「仏壇以外の伝

統産業の再生例」「日本文化の継承と業界再生」「人材活用」

「小売店での営業方法」などをあげた人が多かった。

秋
の
全
国
研
修
会
は
10
月
18
日
、

19
日
の
２
日
に
わ
た
り
奈
良
市
の

「
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
」
を
主
会
場
に

開
か
れ
、
１
０
２
人
が
参
加
し
た
。

研
修
会
に
先
立
ち
、
ニ
ュ
ー
リ

ー
ダ
ー
部
の
創
立
総
会
が
あ
っ
た
。

終
わ
っ
て
西
春
貞
男
専
務
と
森
正

理
事
か
ら
、
来
年
２
月
に
全
宗
協

が
主
催
し
て
開
催
す
る
『
こ
ん
な

仏
壇
あ
っ
た
ら
い
い
な
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
０
８
』
と
、
Ｂ
Ｂ
Ｉ
（
仏
壇

文
化
研
究
所
）
に
代
わ
っ
て
全
宗
協

が
来
年
か
ら
主
催
す
る
こ
と
に
な

っ
た
『
全
国
お
ぶ
つ
だ
ん
俳
句
コ

ン
テ
ス
ト
』
に
つ
い
て
説
明
が
あ

っ
た
。

こ
の
後
、
講
演
会
が
あ
り
、（
株
）

商
業
開
発
研
究
所
代
表
取
締
役
の

大
東
行
人
氏
が
「
経
営
体
質
強
化

雨
の
中
、
五
重
塔
を
見
学
す
る
研
修
会
参
加
者

説
明
に
あ
た
っ
て
く
れ
た

法
隆
寺
の
古
谷
正
覚
執
事
長

の
５
つ
の
課
題
」
と
題
し
て
講
演
。

そ
の
あ
と
「
業
界
の
危
機
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
。
終
わ
っ
て
懇

親
会
。

翌
19
日
は
各
委
員
会
に
続
き
、

借
り
上
げ
バ
ス
で
法
隆
寺
に
向
か

い
、
執
事
長
の
古
谷
正
覚
師
の
説

明
で
、
世
界
最
古
の
木
造
建
築
と

し
て
世
界
遺
産
と
も
な
っ
て
い
る

五
重
塔
や
夢
殿
な
ど
諸
伽
藍
を
見

て
回
っ
た
。
あ
い
に
く
の
雨
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
伽
藍
の
威
風

は
圧
巻
だ
っ
た
。

※
　
　
※
　
　
※

研
修
会
初
日
に
あ
っ
た
大
東
行

人
氏
の
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
も
の
だ
っ
た
。

パネラーとコーディネーター5人が壇上に並んで

パネラーを務められた方々

吉田光宏氏 加茂定治氏 小仲正克氏 鳥居邦夫氏

香
堂
代
表
取
締
役
社
長
）、
加
茂
定

治
（
加
茂
定
佛
壇
店
）、
吉
田
光
宏

（
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
部
長
）
の
４

氏
が
パ
ネ
ラ
ー
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
（
株
）
宗
教
工
芸
社
代
表
取
締

役
社
長
・
住
田
孝
太
郎
氏
）と
な
り
、

ロ
ー
ソ
ク
と
線
香
の
「
い
ま
」
と

業
界
活
性
化
の
道
を
探
っ
た
。

こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
鳥
居
氏
の
提
案
で
実
現
し

た
。
こ
の
中
で
鳥
居
氏
は
、「
原
油

価
格
の
高
騰
で
ロ
ー
ソ
ク
の
原
料

が
値
上
が
り
し
、
さ
ら
に
宗
教
離

初
秋
の
奈
良
市
で
秋
の
全
国
研
修
会

２日目の委員会は、どの委員会もかってないほど盛り上がった
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『
こ
ん
な
仏
壇
あ
っ
た
ら
い
い
な
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
８
』

新
春
２
月
13
、
14
日
。
春
の
全
国
研
修
会
も
併
せ
て
開
催

消
費
者
に
視
点
を
置
い
た
全
宗
協
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

全
宗
協
が
主
催
し
て
来
年
２
月

13
、
14
日
の
両
日
、「
東
京
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
」（
千
代
田
区
丸
の
内
）

で
開
か
れ
る
第
１
回
『
こ
ん
な
仏

壇
あ
っ
た
ら
い
い
な
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
０
８
』
が
２
ヵ
月
後
に
迫
っ

た
。
全
宗
協
の
コ
ン
テ
ス
ト
実
行

委
員
会
（
小
堀
賢
一
委
員
長
）
で
は
、

出
品
本
数
１
０
０
本
を
目
標
に
各

地
の
仏
壇
関
係
の
組
合
や
メ
ー
カ

ー
な
ど
に
出
品
要
請
を
続
け
て
き

て
い
る
が
、
11
月
末
現
在
で
74
本

の
出
品
が
決
定
し
、
目
標
の
１
０

０
本
ま
で
あ
と
わ
ず
か
の
と
こ
ろ

に
き
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
一
昨
年
、

金仏壇�
創作仏壇�

唐木仏壇�

都市型仏壇�

実行委員会がつくった概念図

Ｂ
Ｂ
Ｉ
（
仏
壇
文
化
研
究
所
）
の
主

催
で
開
か
れ
た
が
、
今
回
か
ら
全

宗
協
の
主
催
と
な
っ
た
。
経
済
産

業
省
と
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央

会
が
後
援
す
る
。
中
小
企
業
庁
か

ら
は
補
助
金
も
交
付
さ
れ
る
予
定
。

出
品
で
き
る
の
は
、「
金
仏
壇
」

「
唐
木
仏
壇
」「
都
市
型
仏
壇
」「
創

作
仏
壇
」
の
４
部
門
。
お
お
む
ね
１

年
以
内
に
製
作
さ
れ
た
未
発
表
の

作
品
。
１
企
業
（
個
人
）
当
た
り
出

品
本
数
は
何
本
で
も
よ
い
。
出
品

料
は
１
本
に
つ
き
５
万
円
。
優
秀

仏
壇
に
は
「
こ
ん
な
仏
壇
あ
っ
た

ら
い
い
な
金
賞
」「
全
国
中
央
会
会

長
賞
」「
全
国
仏
壇
店
賞
」
な
ど
が

贈
ら
れ
る
。
審
査
に
は
消
費
者
に

も
投
票
の
形
で
加
わ
っ
て
も
ら
う
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
全
宗
協
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
。
小
堀
実
行
委
員
会
委

員
長
は
、「
伝
統
や
文
化
に
根
ざ
し

た
も
の
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
需
要
の
喚
起
を
図

る
と
と
も
に
、
業
界
内
の
創
造
性

向
上
と
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
出
品
し
て
い
た
だ
き
、

お
仏
壇
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
豊
か
さ

も
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
何
と
し
て
も
成
功

さ
せ
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

な
お
、
春
の
全
国
研
修
会
は
２

月
13
日
に
コ
ン
テ
ス
ト
と
併
せ
、

同
じ
会
場
で
行
わ
れ
る
。
講
師
に

は
養
老
孟
司
氏
を
招
き
、『
今
こ
そ

こ
こ
ろ
の
時
代
―
現
代
人
の
脳
に

映
る
宗
教
―
』
と
題
し
た
講
演
を

予
定
し
て
い
る
。

新しい材料や従来になかった製作工程で製
作されデザイン以外にも新規性のあるもの

唐木仏壇の製作工程を基本にして製作され
デザイン以外にも新規性のあるもの

金仏壇の製作工程を基本にして製作され
デザイン以外にも新規性のあるもの

新しい材料や従来になかった製作工程で製
作された新しいデザインのもの

唐木仏壇の製作工程を基本にして製作され
た新しいデザインのもの

金仏壇の製作工程を基本にして製作された
新しいデザインのもの

唐木仏壇の製造工程

創
作
仏
壇

都
市
型
仏
壇

唐
木
仏
壇

金
仏
壇

金仏壇の製造工程

その他のもの

唐木仏壇の製造工程

金仏壇の製造工程

木工
木彫
塗装
表具
金具

従来型のもの

従来型のもの

コンテスト出品の形状例作りの違い（製作工程）

木工
木彫
漆塗り
金箔押し
蒔絵
彩色
錺金具

その他のもの

れ
も
あ
っ
て
ロ
ー
ソ
ク
業
界
は
苦

し
い
時
期
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど

と
語
っ
た
。
業
界
現
場
の
〝
生
々
し

い
話
〞
に
誰
も
が
耳
を
そ
ば
だ
て
る

よ
う
に
し
て
聞
き
入
っ
た
。

２
日
目
の
各
委
員
会
は
参
加
者

が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
多
く
大
変
な

盛
り
上
が
り
だ
っ
た
。
参
加
者
は

一
般
組
合
員
が
55
人
に
の
ぼ
り
、

各
委
員
を
含
め
る
と
91
人
が
論
議

を
交
わ
し
た
。

総
務
委
員
会
で
は
ニ
ュ
ー
リ
ー

ダ
ー
部
の
位
置
づ
け
と
今
後
の
連

携
、
会
報
の
充
実
、
事
業
委
員
会

で
は
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資

格
制
度
、『
こ
ん
な
仏
壇
あ
っ
た
ら

い
い
な
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
８
』、

海
外
研
修
に
つ
い
て
、
正
常
化
委

員
会
で
は
、
不
当
表
示
の
現
況
と

対
応
事
例
、
二
重
価
格
と
誇
大
・

不
当
表
示
、
独
禁
法
改
正
の
動
き
、

商
取
引
正
常
化
に
向
け
て
の
取
り

組
み
、
ま
た
会
員
増
強
委
員
会
で

は
、
業
界
危
機
の
現
状
認
識
、
組

合
の
使
命
と
会
員
増
強
の
必
要
性
、

加
入
促
進
策
、
広
報
委
員
会
で
は
、

第
一
回
『
全
国
お
ぶ
つ
だ
ん
俳
句

コ
ン
テ
ス
ト
』、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
広
報
活
動
、
仏
事
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
話
し

合
わ
れ
た
。

中
で
も
正
常
化
委
員
会
に
は
多

く
の
組
合
員
が
参
加
し
、
盛
り
上

が
っ
た
。
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全
宗
協
が
主
催
し
『
全
国
お
ぶ
つ
だ
ん
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
』

Ｂ
Ｂ
Ｉ
に
代
わ
り
来
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

投
句
集
を
発
刊
、
各
店
に
引
き
受
け
て
も
ら
う
計
画
も

お
ぶ
つ
だ
ん
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
は
こ

れ
ま
で
Ｂ
Ｂ
Ｉ
（
仏
壇
文
化
研
究
所
）

の
主
催
で
開
か
れ
て
き
た
が
、
来
年
か

ら
は
全
宗
協
が
主
催
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
Ｂ
Ｂ
Ｉ
主
催
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
今

年
が
９
回
目
だ
っ
た
。
来
年
は
第
１
回

『
全
国
お
ぶ
つ
だ
ん
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」

と
な
り
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。

コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
作
品
は
毎
年
２

万
点
前
後
に
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
コ
ン

テ
ス
ト
を
主
管
す
る
全
宗
協
広
報
委
員

会
（
森
正
委
員
長
）
で
は
、「
今
の
と
こ

ろ
来
年
は
２
月
１
日
に
募
集
を
開
始

し
、
４
月
末
に
締
め
切
る
予
定
に
し
て

い
ま
す
が
、
応
募
作
品
は
。
３
万
点
を

目
指
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。
優
秀
作

品
に
は
金
賞
１
点
（
10
万
円
）、
銀
賞

２
点（
３
万
円
）、
佳
作
５
点（
１
万
円
）、

さ
ら
に
百
名
に
図
書
券
５
０
０
円
分
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
予
定
。

全
宗
協
で
は
お
盆
ま
で
に
、
優
秀
な

作
品
を
一
冊
に
ま
と
め
た
投
句
集
を
刊

行
し
、
各
店
に
引
き
受
け
て
も
ら
い
、

そ
の
売
上
金
で
コ
ン
テ
ス
ト
事
業
の
資

金
を
ま
か
な
う
計
画
を
立
て
て
い
る
。

引
き
受
け
て
も
ら
う
の
は
百
冊
を
一

口
と
し
て
、
何
口
で
も
よ
い
。
投
句
集

は
一
冊
百
円
。
一
口
だ
と
１
万
円
と
な

る
が
、
執
行
部
で
は
「
原
則
と
し
て

（
組
合
員
は
）
全
員
参
加
」
と
し
て
お

り
、
各
店
当
た
り
一
口
は
引
き
受
け
て

も
ら
い
、
お
客
に
配
布
す
る
な
ど
し
て

店
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
お
客
と
の
結

び
つ
き
の
強
化
な
ど
に
役
立
て
る
ツ
ー

ル
に
し
て
ほ
し
い
、
と
し
て
い
る
。

第２回コンテストで発刊された
投句集見本

NL

奈
良
の
地
に
思
う

全
宗
協
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
部
長

吉
田
光
宏

こ
の
度
、
全
宗
協
の
研
修
会
が
奈
良
の
地
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
こ
奈
良
は
日
本
仏
教
の
発
祥
の
地
で
あ
り
、
様
々

な
仏
教
美
術
の
宝
庫
で
あ
り
ま
す
。

日
本
書
記
に
よ
る
と
欽
明
天
皇
13
年
、
百
済
の
聖
明
王
か
ら

経
論
と
幡
蓋
、
そ
れ
に
金
銅
の
釈
迦
像
一
体
が
送
ら
れ
て
き
た

と
あ
り
、
こ
れ
を
仏
教
の
伝
来
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
と
き

天
皇
は
「
仏
の
相
貌
か

お

、
端
厳

き
ら
ぎ
ら

し
」
と
言
わ
れ
、「
歓
喜
よ
ろ
こ

び
踊
躍

ほ
ど
は
し

り
た
ま
」
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
仏
教
の
教
義
を
知
っ
た
こ
と
に

感
動
さ
れ
た
の
で
は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
仏
像
を
見
て
の
美
的

衝
撃
の
方
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ

う
に
日
本
に
於
け
る
仏
教
は
、
仏
教
美
術
と
共
に
伝
わ
っ
た
と

も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
釈
迦
の
時
代
に
は
仏
教
美
術
は
存
在
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
も
し
仏
教
美
術
の
造
形

が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
仏
教
は
こ
の
よ
う
に
ア
ジ
ア
の
東

端
の
島
国
ま
で
伝
わ
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
高
邁
で
深

遠
な
教
義
を
聞
く
こ
と
だ
け
で
、
広
大
な
地
域
の
人
々
が
そ
れ

を
理
解
し
、
仏
教
が
伝
播
し
て
い
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
日
本
に
仏
教
が
伝
わ
っ
た
背
景
に
は
、
仏
教
美

術
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
優
れ

た
仏
教
美
術
は
、
そ
の
力
を
も
っ
て
日
本
人
に
仏
教
を
広
め
て

い
き
ま
し
た
。

宗
教
離
れ
、
仏
教
離
れ
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
る
今
日
、
そ

れ
は
仏
教
美
術
の
力
が
衰
え
た
こ
と
も
理
由
の
ひ
と
つ
に
あ
げ
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
が
扱
う
宗
教
用
具
が
本

来
持
っ
て
い
た
力
と
い
う
も
の
を
、
今
一
度
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
奈
良
の
地
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
想
い
ま
し
た
。

交
差
点

パチリ１枚

沖縄県から全国研修会に初参加

那覇市の照屋漆器店の照屋慎さん

沖縄県那覇市の照屋漆器店の照屋慎さん

が、奈良市での秋の全国研修会に沖縄県から

初めて参加した。

照屋慎さんは今年28歳。照屋漆器店の照

屋林山社長の長男として、営業と位牌づくり

に励む毎日だ。照屋漆器店は今年になって沖

縄県から初めて全宗協に新規加入した。全国

研修会などの集まりに参加したのも今回が初

めてだ。「遠いところ、ようこそ」と研修参

加者から次々に声がかけられていた。

営業と位牌づくりは駒沢大学卒業後、本格

的に取り組んだ。全国研修会への参加は自分

の意思で決めた。

「沖縄という狭いところにだけいたので駄

目です。全国の皆さんと交流しなければ……。

それに目上の方々にお話を聞くことも出来ま

すし、宗教という大事なものにふれる機会も

多いと思いますから、これからも楽しみです」

全身から前向きさが溢れていた。

全国研修会会場での照屋慎さん
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今
回
の
試
験
に
合
格
、
晴
れ
て
資
格
を
手
に
し
た
皆
さ
ん

東京・大阪の2会場合わせ199人が挑戦

過去３回の試験で1094人が資格を手に

第4回仏事コーディネーター試験４
回
目
と
な
る
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
試
験

が
11
月
14
日
、
東
京
と
大
阪
で
同
時
に
行
わ
れ
た
。

日
本
青
年
館
が
会
場
と
な
っ
た
東
京
で
は
88
人
、

新
梅
田
研
修
セ
ン
タ
ー
が
会
場
の
大
阪
で
は
１
１

１
人
、
合
わ
せ
て
１
９
９
人
が
資
格
取
得
を
目
指

し
て
挑
戦
し
た
。

昨
年
と
同
じ
く
試
験
に
先
立
ち
講
習
が
あ
り
、

東
京
は
全
宗
協
の
安
田
理
事
長
、
大
阪
で
は
全
宗

協
の
小
堀
副
理
事
長
ら
が
講
師
と
な
り
、
仏
事
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
と
使
命
、
歴
史
と
宗
教

の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
話
し
た
。
安
田
理
事
長

は
役
割
と
使
命
に
つ
い
て
「
日
本
文
化
の
継
承
者

と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
も
っ
て
ほ
し
い
」
と
し

た
う
え
で
、「
宗
教
的
な
習
慣
を
地
域
文
化
と
し
て

次
の
世
代
に
き
ち
ん
と
伝
え
る
と
と
も
に
、
し
き

東
海
地
区
で
は
、
平
成
20
年
５
月
20
日
（
火
）
開
催
の
通
常
総

会
に
向
け
て
、
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
既
に
会
場
及
び

講
演
会
の
講
師
も
決
定
し
、
翌
日
の
オ
プ
シ
ョ
ン
等
も
含
め
て
、

全
国
各
地
か
ら
の
組
合
さ
ま
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
、
実
行

委
員
長
の
菱
田
孝
行
氏
を
中
心
に
話
し
合
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
是
非
と
も
、
交
通
が
便
利
で
、
今
、
元
気
と
い
わ
れ
る
名

古
屋
の
地
へ
多
く
の
組
合
員
、
ご
家
族
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
最
近
で
は
、
新
型
タ
イ
プ
の
仏
壇
仏
具
が
か
な
り
進

出
し
て
お
り
、
各
メ
ー
カ
ー
も
こ
ぞ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン

を
研
究
し
て
、
体
勢
を
整
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
時
代
の
要
求

と
い
え
ば
そ
う
で
し
ょ
う
が
、
果
た
し
て
こ
の
状
況
が
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。
古
来
か
ら
の
日
本
の
文
化
を
伝
え
、
せ
っ
か
く
先
人

達
が
培
っ
た
伝
統
技
術
を
継
承
し
て
い
く
う
え
で
、
安
ら
ぎ
を
覚

え
て
心
の
拠
り
所
と
し
て
の
宗
教
用
具
が
〝
何
で
も
あ
り
〞
で
は

い
さ
さ
か
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
近
所
付
き
合
い
も
せ
ず
、

隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
と
い
っ
た
都
会
で
は
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
現

象
に
は
無
関
心
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
か
つ
て
な
い
長
寿
の
時
代

に
我
々
は
今
、
何
を
な
す
べ
き
か
。
先
祖
や
親
を
大
切
に
想
う
心

が
欠
落
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

学
校
や
家
族
、
会
社
な
ど
自
分
達
が
今
ま
で
生
き
て
き
た
中
で

の
技
術
や
経
験
を
自
分
だ
け
の
も
の
と
せ
ず
、
う
ま
く
世
の
中
に

伝
え
て
い
く
必
要
を
感
じ
ま
す
。
勿
論
、
か
つ
て
の
寺
子
屋
の
よ

う
に
、
ご
寺
院
さ
ま
と
の
か
か
わ
り
も
大
切
な
事
だ
と
考
え
ま
す
。

東
海
地
区
協
議
会
会
長
　
井
上
芳
徳

井上芳徳氏

東京・大阪会場とも
緊張感いっぱいだった

東
京

青
木
省

安
嶋
邦
子

足
立
亮

荒
尾
浩

池
村
由
美
子

石
井
祐
司

石
田
毅

伊
藤
光
夫

伊
藤
亮

岩

一
紘

岩
橋
由
美
子

上
坂
啓
子

上
野
与
志
光

大
堀
宏
雄

小
笠
原
長
保

尾
柴
範
保

小
野
秀
一

加
治
尚
子

亀
井
崇
幸

亀
田
聖
子

木
村
雅
樹

栗
城
英
雄

國
府
田
ひ
と
み

齋
藤
勝
英

斉
藤
正
一

逆
井
章
智

佐
藤
一
洋

佐
山
学

塩
野
三
喜
男

下
河
原
愛

白
井
建

鈴
木
由
美
子

鈴
木
好
江

鈴
木
祥
元

高
橋
美
由
希

手
塚
タ
カ
子

土
井
裕
之

永
田
加
代
子

成
田
耕
一

丹
羽
京
子

丹
羽
誠
一

馬
場
慶
子

伴
田
孝

久
田
佳
伸

町
田
知
子

町
田
守

宮
崎
二
郎

村
上
雅
則

山
口
貴
正

山
下
靖
子

山
田
仁

山
宮
雅
則

湯
澤
良
樹

吉
田
秀
孝

米
津
信
明

渡
辺
美
香

渡
部
安
雄

大
阪

秋
柴
弘
子

碇
健
一

池
田
崇
秀

石
井
忍

石
原
義
則

伊
丹
清
行

今
井
和
昭

今
山
聖
子

岩
城
幸
二

岩
田
嘉
貴

上
田
暢

内
田
明

大
嶋
啓
太

大
竹
和
夫

大
曲
珠
美

大
宮
司

岡
田
和
寛

岡
田
健
志

岡
本
悦
子

廻
船
智
志

笠
原
正
紀

加
藤
俊
和

加
藤
康
伸

門
田
修
司

河
合
智
子

河
原
操

上
林
勝

菊
池
求

木
村
健
一

桑
村
美
緒

高
下
薫

小
門
宏
至

小
澤
勉

齋
藤
基
子

佐
伯
和
也

酒
榮
哲
朗

坂
川
信
行

佐
古
裕
幸

佐
藤
大
祐

佐
野
研
悟

下
谷
紀
美
代

白
石
し
の
ぶ

進
藤
廣
二

杉
田
仁
美

鈴
木
み
よ
子

瀬
古
欣
也

妹
尾
由
紀
子

多
田
保
雄

多
々
納
雄
二

田
中
真
理

谷
祐
介

辻
康
幸

筒
井
静
子

中
下
俊

中
田
宗
克

中
田
幸
子

長
門
一
美

中
山
正
子

布
目
健

林
建
吾

原
勝
夫

原
口
茂

原
田
直
樹

深
見
信
之

福
井
昭
夫

藤
田
道
正

藤
原
浩
史

別
所
清
寛

北
条
久
則

細
川
比
佐
子

堀
居
貞
夫

松
井
健
一
郎

松
井
み
ゆ
き

松
本
彰

南
治
政

村
井
政
江

森
貞
行

森
俊
輔

森
口
武
治

森
田
由
希
子

森
田
亮
子

山
内
一
裕

山
口
八
千
代

山
田
純
也

山
田
直
子

山
本
貴
久
美

山
本
茂
雄

岡
弘
美

吉
田
朱
美

吉
田
孝
幸

吉
村
涼

若
林
伸
一

渡
邉
和
代

渡
邉
康
弘

渡
邊
雄
一



全宗協組合員の増強が続いています。11月末現在での組合

員数は363名となりました。全宗協の組合員数は、組合が創

立された時には377名を数えていました。その“規模”にあ

と一歩で追いつけそうです。

組合員数は組合創立後、減少傾向が続き、一時は270名ま

で後退しました。そのため加入手続きの簡素化などに踏み切

る一方、会員増強委員会（保志正之委員長）では「創立時点

の377名必達」を目標に、全力をあげて組合員獲得運動を続

けてきました。その努力が実り増加傾向に転じ、363名に回

復しました。

増強傾向は今年に入っても衰えていません。4月から11月

までの間に20名弱の皆さんが新規加入されました。この中に

は、沖縄県からの加入（那覇市の照屋漆器店）もありました。

沖縄県からの加入は全宗協では初めてです。（事務局から）
7

我
が
家
に
初
め
て
お
仏
壇
が
入
っ

た
の
が
、
今
か
ら
10
年
前
で
あ
る
。

購
入
理
由
は
単
純
に
新
仏
が
出
来
た

か
ら
で
あ
る
。
愛
す
る
主
人
と
の
別

れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
恥
ず
か

し
い
話
だ
が
、
そ
れ
ま
で
は
お
仏
壇

に
あ
ま
り
縁
が
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
年
か
ら
私
と
娘
が
事
業
を
引
き

継
ぐ
こ
と
と
な
り
、
主
人
の
遺
志
で

あ
っ
た
仏
壇
店
を
始
め
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

毎
日
毎
日
、
本
と
の
に
ら
め
っ
こ

か
ら
始
ま
っ
た
。
お
客
様
も
含
め
、

多
く
の
方
か
ら
教
わ
り
お
世
話
に
な

り
、
あ
の
無
我
夢
中
の
当
時
の
こ
と

を
思
い
出
す
と
、
未
だ
に
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
開

業
し
て
５
年
経
っ
た
頃
に
仏
事
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
試
験
が
あ
っ
た
こ

と
は
、
幸
運
に
（
？
）
ま
た
良
い
勉

強
の
場
と
な
っ
た
。

何
よ
り
も
私
が
今
ま
で
頑
張
っ
て

こ
ら
れ
た
の
は
、
我
が
家
の
居
間
に

お
仏
壇
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。

ご
先
祖
や
主
人
に
話
し
か
け
ら
れ
る

場
所
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

毎
晩
、
般
若
心
経
を
唱
え
、
そ
の
日

の
無
事
や
報
告
を
終
え
る
と
不
思
議

と
落
ち
着
き
、
穏
や
か
な
気
持
ち
と
な

り
、
一
日
が
終
わ
る
の
で
あ
り
、
や
は

り
、
日
本
人
に
と
っ
て
必
要
な
時
間
だ

と
思
う
。

悲
し
い
話
だ
が
、
宗
教
離
れ
、
仏

壇
離
れ
の
昨
今
、
ま
た
痛
ま
し
い
事

件
も
多
い
。
ど
の
よ
う
な
形
で
も
か

ま
わ
な
い
が
、
人
間
で
あ
れ
ば
神
や

仏
を
信
じ
る
気
持
ち
を
持
っ
て
欲
し

い
と
願
う
。

願
わ
く
ば
…
…
お
仏
壇
に
よ
っ
て

深
い
悲
し
み
か
ら
救
わ
れ
た
私
だ
か

ら
こ
そ
、
い
か
に
心
の
拠
り
所
と
な

る
場
所
で
あ
る
か
を
、
一
人
で
も
多

く
の
人
に
発
信
で
き
れ
ば
と
思
う
。

奥山武雄
㈱オクヤマ仏壇店 山形県寒河江市本町2‐7‐10

佐々木丈巳
㈲遠野葬祭 岩手県遠野市上組町8‐10

英　義人
㈱人形のはなふさ 鳥取市湖山町東3‐1

和泉昭司
㈲竜泉堂 群馬県太田市石原町972‐2

八木嘉奈枝
㈲稲澤佛具店 さいたま市大宮区宮町2‐8‐1

斉藤正一
常栄商事㈱ 茨城県那珂市菅谷2548

大竹和夫
大竹仏壇店 兵庫県淡路市志筑1855‐1

藤田正之
㈲新町仏具印判店 鳥取市新町115

新規加入の皆さん（6月～9月分）

小暮千津子さん

お
仏
壇
と
私

㈱
サ
ン
・
ラ
イ
フ
代
表
取
締
役
社
長

小
暮
千
津
子

発足時の377名までもう一歩の363名に！！
会員増強委員会を中心とした獲得運動が奏功

組合員の増強が
続いています

た
り
や
行
事
に
つ
い
て
も
き
ち
ん
と
お
客
様
に
伝

え
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

試
験
開
始
直
前
ま
で
参
考
書
に
目
を
通
す
人
た

ち
な
ど
、
会
場
は
い
つ
も
の
よ
う
に
ぴ
ん
と
緊
張

感
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

試
験
結
果
は
12
月
末
ま
で
に
、
仏
事
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
資
格
審
査
協
会
か
ら
受
験
者
に
直
接
通

知
さ
れ
る
。
な
お
昨
年
ま
で
の
３
回
の
試
験
で
、

１
０
９
４
人
が
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
格

を
手
に
し
て
い
る
。

東
京
会
場
の
講
師
と
な
っ
た

安
田
理
事
長

大
阪
会
場
で
講
師
に
立
っ
た

小
堀
副
理
事
長
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事務局からのお知らせ

●ホームページ立ち上げとリンク貼りのお手伝

いをします

昨年に引き続き、全宗協ホームページの「加

盟店紹介」お店紹介ページ制作を承ります。希

望される方は事務局までご連絡下さい。

ご負担額は1ページ当たり10,000円（税別）で

す。お店紹介ページの内容は①企業名 ②企業

紹介文 ③画像（店舗外観や商品、店内の写真な

ど２枚まで）④主な取扱商品⑤営業時間、定休

日　⑥住所、電話番号、FAX番号　⑦メール

アドレスなどです。

なお、すでにホームページをお持ちでリンク

貼りの済んでいない方は、無料でおつなぎ致し

ます。

●皆様の投稿をお待ちしています！！

次号から投稿欄をさらに増やします。俳句、

短歌、川柳、写真のほか、「わが社の自慢・成

功事例」や「地区トピックス」「業界・他業界

情報」などお寄せ下さい。

▽
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
が
奈
良
市
で
の
創
立
総
会
を
機
に

始
動
し
た
。
い
よ
い
よ
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
わ
け
だ
が
、

低
迷
気
味
の
仏
壇
業
界
に
ど
ん
な
新
風
を
吹
き
込
ん
で
く

れ
る
か
。
私
の
み
な
ら
ず
期
待
す
る
業
界
人
は
少
な
く
な

い
。
〝
起
爆
剤
〞
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
。

▽
「
老
」「
壮
」「
青
」
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
さ
っ

て
こ
そ
、
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
。
仏
壇
仏
具
業
界
は
こ
れ

ま
で
、
言
う
な
ら
ば
「
老
」
の
世
界
だ
っ
た
。
そ
こ
に
や

っ
と
「
青
」
が
入
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー

部
の
部
員
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
覚
を
持
っ
た
30
代
が
中
心

の
集
ま
り
で
あ
る
。
勢
い
そ
の
行
動
力
と
感
性
に
期
待
も

大
き
く
な
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
。

▽
問
題
は
何
を
事
業
の
柱
と
す
る
か
だ
ろ
う
。
部
の
規
約

で
は
ト
ッ
プ
に
「
全
宗
協
（
親
会
）
の
事
業
に
対
す
る
協
力

及
び
意
見
具
申
」
を
あ
げ
て
い
る
が
、
私
も
大
い
に
賛
成

だ
。
親
会
は
今
な
お
〝
懇
親
会
〞
的
集
ま
り
と
見
ら
れ
が

ち
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
は
そ
う
し
た
あ
り
方
に

幕
を
引
く
存
在
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。「
時
代
」
は
業
界
活
性

化
の
た
め
の
悠
長
な
時
間
を
決
し
て
与
え
て
は
く
れ
な
い
。

▽
私
事
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
12
月
末
で
諸
般
の
事
情
に

よ
り
一
線
か
ら
身
を
引
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
７

年
、
会
報
制
作
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ

れ
も
こ
の
号
が
最
後
と
な
り
ま
し
た
。
あ
あ
も
し
た
か
っ

た
、
こ
う
も
し
た
か
っ
た
と
悔
い
ば
か
り
が
残
り
ま
す
。

皆
様
に
は
大
変
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
紙
面
を
お
借

り
し
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
の
益
々
の
ご

発
展
を
心
よ
り
祈
念
致
し
ま
す
。

（
鎌
倉
新
書
・
池
田
）

地区 ご逝去　 組合員名 ご逝去日　享年

関東甲信 ご母堂もと子様 ㈲みす平総本店・前田小夜子 19年６月14日　88歳

北海道・東北 ご祖母かね様 ㈱さいとう・齋藤裕之 19年７月６日　98歳

東海 ご本人須美朗様 ㈱中埜・中埜須美朗 19年８月12日　70歳

関東甲信 ご母堂きくえ様 ㈱宝山堂・遠藤明雄 19年９月 6日　93歳

京滋 ご母堂みつゑ様 ㈱吉田治市商店・吉田治弘 19年12月４日　96歳

訃 報

仏事コーディネーター資格審査協会

と全宗協とで昨年12月に特許庁に申請

していた仏事コーディネーターの名称

とロゴが、本年９月７日付で商標登録

されました。これにより、資格を持たない者がこれを使

用することは禁じられ、仏事コーディネーター資格の地

位が一層高まることになります。

――特許庁に商標登録されました

「仏事コーディネーター」の名称とロゴ

無料法律相談
森顧問弁護士が組合員からの電話あるいはFAXによる無料法

律相談に応じます。ご希望の方は下記へ直接ご連絡ください。

森・吉村法律事務所

弁護士　　森　恕（はかる）

〒541‐0043 大阪市中央区高麗橋1-5-14

メゾンドール高麗橋605

TEL 06‐6222‐3700

FAX 06‐6232‐0200 森　恕顧問弁護士


